
【1】

月

日
（
土
）
、
伊
賀
市
地
域
づ
く
り
推

１０

１３

進
課
主
催
の
移
住
交
流
体
験
会
が
〝
わ
が
ま

ち
〟
柘
植
地
域
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
か
ら
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
オ

10
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
地
域
づ
く
り

推
進
課
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
半
田
三
都
生
ま

ち
協
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。
当
日
は
、
京
都
府
宇
治
市
、
滋
賀

県
大
津
市
、
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
３
家
族

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
山
出

区
に
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
中
井
勇
介
さ
ん
、

上
町
区
に
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
徳
永
さ
ん
ご

一
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
「
柘
植
暮
ら
し
リ
ア

ル
ト
ー
ク
」
が
あ
り
ま
し
た
。

お
昼
は
、
旧
柘
植
保
育
園
に
あ
る
「
杜
の

カ
フ
ェ
い
こ
い
こ
」
で
ラ
ン
チ
を
、
そ
し
て

午
後
は
旧
大
和
街
道
沿
い
を
中
心
に
柘
植
地

域
の
「
ま
ち
あ
る
き
」
、
さ
ら
に
移
住
者
の

住
ま
い
を
実
際
に
見
学
し
た
り
、
「
道
の
駅

い
が
」
を
見
学
し
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

メ
ニ
ュ
ー
で
参
加
者
の
知
り
た
い
と
こ
ろ
、

見
た
い
と
こ
ろ
に
迫
っ
た
企
画
で
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
の
催
し
だ
っ
た
の
で
、

柘
植
地
域
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
何
度
も
柘
植
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
本
当

に
柘
植
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

伊
賀
市
行
政
当
局
も
、
移
住
者
獲
得
に
は

熱
心
で
あ
り
、
地
域
と
し
て
日
頃
か
ら
「
お

も
て
な
し
」
の
準
備
を
し
て
お
く
と
同
時
に
、

区
や
ま
ち
協
が
連

携
し
て
、
移
住
後

の
フ
ォ
ロ
ー
も
し

て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
（
２
２
１

号
参
照
）

要
は
日
頃
か
ら

生
活
課
題
を
解
決

し
暮
ら
し
や
す
さ

を
追
求
し
て
い
け

る
区
や
ま
ち
を
つ

く
れ
る
体
制
づ
く

り
が
な
に
よ
り
必

要
な
の
で
す
。
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発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

柘
植
地
域

三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
一
〇
六
四
七
番
地

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

〒

五
一
九-

一
四
〇
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電
話

四
五-

八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五-

八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
十
一
月
一
日
（
木
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

眉
凛
凛
し

父
似
の
吾
子
の

七
五
三

岩
倉
佳
子
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関
西
本
線
木
津
亀
山
間

活
性
化
同
盟
会
・
伊
賀
市
主
催

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
沿
線
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
芭
蕉
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
～

月

日
（
土
）
朝
か
ら
昼
過
ぎ
に
か
け

10

13

て
、
柘
植
駅
発
着
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
各
地
か
ら

名
が
参
加

２７

さ
れ
、
徳
永
寺
、
柘
植
歴
史
民
俗
資
料
館
、

万
寿
寺
、
芭
蕉
公
園
、
芭
蕉
翁
生
誕
宅
址
跡
、

横
光
公
園
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

途
中
、
俳
句
を
投
句
す
る
な
ど
の
企

画
も
あ
り
、
秋
の
一
日
を
柘
植
で
楽
し

ま
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
ち
協
も
、
関
西
本
線
木
津
亀
山
間
活
性

化
同
盟
会
（
今
年
度
、
伊
賀
市
が
当
番
と
の

こ
と
）
に
協
力
し
、
開
会
行
事
で
は
城
出
憲

一
副
会
長
が
柘
植
地
域
の
魅
力
の
紹
介
と
歓

迎
の
言
葉
を
申
し
上
げ
、
お
も
て
な
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柘
植
駅
の
周
辺
整
備
と

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を

め
ざ
し
て
…

柘
植
駅
を
核
と
す
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

柘
植
駅
発
着
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
先

立
つ

月

日
（
水
）
に
は
、
地
域
と
し
て

10

10

「
お
も
て
な
し
」
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
柘

植
駅
を
核
と
す
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討

委
員
を
は
じ
め
賛
同
者
８
名
で
、
柘
植
駅
前

の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

月
頃
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点

11
灯
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
以
前
よ
り
懸
案
に
な
っ
て
い
ま
し

た
柘
植
タ
ク
シ
ー
と
中
村
屋
の
間
に
あ
る
サ

ク
ラ
の
木
の
枝
処
理
や
停
留
所
付
近
に
あ
っ

た
根
っ
こ
の
処
理
、
簡
易
な
柵
の
設
置
も
作

業
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
対
策
を
行
い
ま

し
た
。
（
中
段
写
真
参
照
）

今
後
、
冬
場
の
う
ち
に
、
伊
賀
市
な
ら
び

に
三
重
県
と
も
相
談
を
し
て
、
駅
前
の
交
通

安
全
な
ど
課
題
解
決
を
図
る
予
定
で
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
実
行
委
員
会

月
３
日
（
土
）
の
早
朝
～
午
後
に
か
け

11
て
実
施
さ
れ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

に
向
け
て
、
様
々
な
立
場
か
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

①
油
日
岳
や
旗
山
の
木
段
整
備

ト
レ
ラ
ン
事
務
局

主
催
で
、
台
風
の
災

害
等
で
荒
れ
て
し
ま

っ
た
登
山
道
の
修
復

や
木
段
整
備
を
し
ま

し
た
。

体
育
の
日
の

月
10

８
日
（
月
）
、
約
２０

名
の
有
志
と
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
関
係
者

３
名
が
整
備
に
精
を

だ
し
ま
し
た
。

ト
レ
ラ
ン
に
限
ら

ず
登
山
の

際
に
は
多

く
の
方
々

が
助
か
る

こ
と
と
思

い
ま
す
。

麓から山頂近くまで担いで運

び作業しました。

②
小
学
生
に
ト
レ
ラ
ン
を
紹
介

月

日

10

17

（
水
）
朝
、
柘

植
小
学
校
の
児

童
集
会
で
、
主

催
者
で
あ
る
ト

レ
ラ
ン
事
務
局

の
恵
川
さ
ん
宮

田
さ
ん
に
ト
レ

ラ
ン
大
会
の
こ

と
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
加
え
て
ラ

ン
ナ
ー
が
リ
ュ

ッ
ク
に
入
れ
て

い
る
七
つ
道
具

な
ど
も
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

③
市
道
（
余
野
～
横
地
野
線
）
補
修

ト
レ
ラ
ン
コ
ー
ス
後
半
の
、
奥
余
野
か
ら

柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
横
地
野

経
由
の
市
道
は
毎
年
台
風
等
の
大
雨
の
水
で

路
面
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
は
昨

年
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊
賀
支
所
の

材

料

支

給

を

受

け

月

10

25

日
（
木
）
朝
、

関

係

者

５

名

で

路

面

の

凹

凸

を

平

準

に

し

ま

し

た

。

コース誘導、応援、そして
エイドでの豚汁ふるまい…

柘植地域を400人を超すランナーが

安心安全に気持ちよく走ってもらえる

よう21カ所で誘導と応援を行います。

また市民センターはエイドステーシ

ョンにもなり、ボランティアで、豚汁

のふるまいなどを行うなどのおもてな

しを計画しています。

写真は昨年大会で
の様子です。
今回はさらにラン
ナーが増えるとの
ことです。

誘導やふるまいなどの

ボランティア活動を現

在約40名で準備を進め
ています。

※ボランティアは現在

も募集中です。お問い

合わせはまち協事務局

まで



【4】URL http://tsuge.jpn.org e-mail tsugenet@ict.ne.jp

柘植地域まちづくりだより 第２２３号 2018(平成30)年１１月１日（木）

月

、

日
、
三
重
県
人
権

１０

１３

１４

同
和
教
育
研
究
大
会
が
伊
賀
市
・

名
張
市
の
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

１
日
目(

全
体
会)

は
、
ゆ
め

ド
ー
ム
う
え
の
第
１
競
技
場
で
開

か

れ

、

県
内

か

ら

約

３

０

０
０

人

の

方

が

参
加

。

地

元

報

告

で
は

青

年

・

高

校

生

た

ち

が

思

い

を

発

表

し
ま

し

た

。

２

日

目
は

、

ふ

る

さ

と
会

館

い

が
な
ど
で
10

の
分
科
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

〇
♥
〇
♥
〇
♥

過去から未来へ過去から未来へ

思いを紡ぐ思いを紡ぐ
～伊賀で三人教大会開かれる～

役員選考委員会の設置について

まちづくり協議会は平成16年２月に設立、

現在の規約に基づいて正式に会長以下の役員

を選出したのが平成17年５月の総会でした。

まちづくり協議会の役員任期は規約で２年

ですが、これまでも役員の選考にはたいへん

時間がかかってきた例があります。

自治基本条例に基づくまちづくり協議会の

役割の重要さからも、まち協組織の確立はな

により重視されなければなりません。

これまで選考に関わってのことはあいまい

であった反省から、このたびルールを検討し、

10月18日の運営委員会で承認されましたの

で、ここにご報告申し上げます。

※左記の規約は、まち協ホームペー

ジにアップしてあります。アクセス

はＱＲコードが便利です。

☆
★
☆
★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆
★
☆
★

▼
近
づ
く
ト
レ
ラ
ン
大
会
。
事
務
局
で
は
応
援
用
に
「
ポ
ン
ポ
ン
づ
く
り
」

を
し
て
い
ま
す
。
▼
ぜ
ひ
本
物
を
子
ど
も
た
ち
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た
く
、

小
学
校
の
協
力
を
頂
き
、
集
会
で
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
▼
今

回
は
小
林
区
上
町
区
の
方
々
に
、
沿
道
で
の
声
援
応
援
に
つ
い
て
も
で
き
る

限
り
の
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
ト
レ
ラ
ン
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
、

な
ぜ
こ
こ
を
レ
ー
ス
コ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
か
な
ど
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
も
隠
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
▼

日
、
大
阪
市
立
大
学
の
栗
本
先
生
が
柘
植
地
域
の
住
民
自
治
に
つ

23

い
て
の
聴
き
取
り
と
し
て
、
関
西
線
加
茂
経
由
で
遠
路
お
越
し
に
な
り
ま
し

た
。
会
長
と
事
務
局
長
が
た
っ
ぷ
り
２
時
間
お
相
手
い
た
し
ま
し
た
。
▼
昼

食
は
「
い
こ
い
こ
」
へ
な
か
ば
強
引
に
お
誘
い
し
、
柘
植
駅
か
ら
草
津
線
で

お
帰
り
頂
き
ま
し
た
。
▼
こ
の
日
の
教
訓･

･
･

「
研
究
っ
て
大
切
」（
西
田
方
計
）


